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■ 橋の概要 
 架設地点（広島県・愛媛県） 

 多田羅大橋は，現在，橋の規模を表す，塔と塔の間の長さ（主径間長）は 890m 世界で最も長い斜張

橋です．また，多田羅大橋は，塔と陸地の間の桁の一部をコンクリート，塔と塔の間の桁を鋼で製作し

た複合斜張橋の形式が採用されています． 

 

■ 撮影者からひとこと 
 多田羅大橋を撮影したのは，2001 年の 3 月末だったように記憶しております．撮影当日は，曇天で，

写真撮影には不都合でしたが，通常のカメラで撮影しました．これらの写真は，ネガから jpeg 形式のデ

ィジタルデータに変換したものです． 
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